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【要旨】人参弥栄湯の抗腫瘍効果及びその作用機序を明らかにすることを目的としてLewis肺癌株移植C－
57BL／6マウスを用いて実験を行った．経口的に人参養栄湯投与群，非投与群の二半に分けて実験を開始し，
その7日後にLewis肺癌株（2×105個）をマウスの右後肢皮内に投与し，抗腫瘍効果を検討した．
　投与群では平均腫瘍面積の追跡において移植14，21日目で有意（p＜0．05）に腫瘍増殖抑制が認められた．
同時にその作用機序を知るために採血及び脾臓摘出を行いNK活性，　Lyt・1，　Lyt・2を測定したところ，投与
群では移植日と14日目でNK活性，　Lyt－1，　Lyt－2が有意（p〈0．05）に高値を示した．
　更に，既存の抗癌剤であるCisplatin（CDDP）を併用した際の抗腫瘍効果及びその作用機序の変化を観察
することを目的として，前述と同様の人参顔立湯投与，非投与の二群に分けてCDDP併用実験を行った．人
参養栄湯投与群ではCDDP単独群と比べ移植後7日目でp＜0．003，14日目でp〈O．OOIと有意に腫瘍増殖抑
制が認められ，さらに生存率でも投与群で有意な延長（p＝0．021）が認められた．一方，NK活性，　Lyt4，
Lyt－2に関しては，7日後の癌株移植日の採血・脾臓摘出結果において二群間に有意差（各々p＝0．008，　p＝
0．037，p＝0．042）を認めたが，それ以降には有意差は認めなかった．
　以上の結果から，人参養畜湯は肺腫瘍増殖抑制作用を有する可能性が示唆され，その機序の一つとして細
胞性免疫などの生体防御機構への賦活効果が考えられた．また，本剤と抗癌剤を併用することによって，腫
瘍増殖抑制に加えて延命効果を期待できる可能性が示唆された．
はじめに
　悪性腫瘍に対する治療法には一般に手術療法，化
学療法，放射線療法，免疫療法及びこれらを組み合
わせた集学的治療などが試みられているが，特に進
行癌に関しては未だに確実な治療法が見い出せない
のが現状である．これらのうち免疫療法は補完療法
としての意味合いが強く，日常の臨床には各種の薬
剤が多岐にわたって使用されている．
　我々は，従来のBiological　Response　Modifier
（BRM）製剤とおもむきを異にする新たな免疫療法
剤としての可能性を漢方方剤である人参養栄湯に求
めた．
　最近，他の漢方方剤の一部には直接的または間i接
的な抗腫瘍効果を示唆する報告1）があるが，我々は
BRM効果に関しては全く未知の人参養栄湯に着目
してその抗腫瘍効果の有無の検索及びその作用機序
の一端を明らかにすることを目的として実験を行っ
た．
材料及び方法
1．人参養栄湯単独投与による実験
実験動物及び人参養君湯投与方法
　5週齢のC－57BL／6マウス（雄）を用いて，人参養
栄湯混入飼料投与群（日本クレア製CL－2にツムラ
人参養栄湯エキス末を1．2％混入）と人参養栄湯非
混入飼料投与群（日本クレア製CL－2）の二群を自由
摂取により飼育した．
　腫瘍細胞と投与方法
　腫瘍細胞にはLewis肺癌株を使用し，上記の自由
摂取開始後7日目に二三ともに1匹当たり2×105
個の腫瘍細胞を右後肢皮内に移植した．
　上記二群間で，以下の項目について比較検討した．
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　（1）生存率の比較検討
　人参事々湯投与群7匹，非投与群7匹の二群を対
象として，前述の方法で腫瘍細胞を移植し生存率の
比較検討を行った．
　（2）腫瘍面積の比較検討
　人参養栄湯投与群7匹，非投与群7匹の二群合計
14匹を用いて，前述の飼育方法で実験を開始した．
　腫瘍移植後7日目，14日目，21日目の計3回二群
の生存しているマウスの移植腫瘍の最長径と最短径
をノギスを用いて計測し，S＝π×｛（A＋B）／2×1／
2｝2（A；腫瘍最長径，B；腫瘍最短径）の計算式2）よ
り腫瘍最大割面面積を算出した．
　移植後7日目及び14日目には二野とも7匹全て
生存していたが，21日目の時点では二群とも各3匹
が腫瘍死したため，各4匹が計測の対象となった．
　（3）細胞性免疫能の検討
　人参養誓湯投与群，非投与群各21匹を新たに用意
して実験を開始した．癌株移植直後（0日目）に投与
群7匹，非投与群7匹，14日目に投与群7匹，非投
与群7匹，28日目には腫瘍死を免れた投与群5匹，
非投与群4匹を対象として両群ともに同一の手技で
心臓採血及び脾臓摘出を施行した．
　心臓採血によりhelperT細胞の指標としての
Lyt－1，　killerT細胞の指標であるLyt－2を，各モノク
ローナル抗体（Becton　Dickinson社）に反応させそ
れに対する陽性細胞数を分析し，全単核球に対する
陽性細胞率を算出した．また摘出脾臓から脾細胞中
のNK活性をモノクローナル抗体（和光純薬）と反
応させ，陽性細胞率を測定3）～6）した．
　2．人参養栄湯と抗癌剤の併用実験
　実験動物及び人参養栄湯投与方法
　5週齢のC－57BL／6マウス（雄）を用いて，人参養
栄湯単独実験の時と同様に人参養栄湯投与群，非投
与群の二群に分け各々の飼料を肺癌株移植7日前よ
り自由摂食させた．
　腫瘍細胞と投与方法
　前述と同様の方法で自由摂取開始後7日目に二塁
ともに1匹当たり2×105個のLewis肺癌腫瘍細胞
を右後肢皮内に移植した．
　抗癌剤投与方法
　両群ともに肺癌株移植日から7日後にCDDPを
腹腔内壕回投与（10mg／kg）した．
　上記の二群間で以下の項目について比較検討し
た．
　（1）生存率の比較検討
　各群とも新たな20匹ずつを対象として生存率の
比較検討を行った．
　（2）腫瘍体積の比較検討
　移植腫瘍体積は新たな各群20匹ずつを用意して
実験を開始した．腫瘍移植後7日目，14日目，21日
目の計3回二群の生存しているマウスの腫瘍の長径
と短径をノギスを用いて測定し，W＝π／6×｛（A＋
B）／2｝3（A；腫瘍の最長径，B；腫瘍の最短径）の計
算式7）から腫瘍体積を算出した．移植後7日目及び
14日目には各群とも20匹全て生存していたが，21
日目の時点では投与群で4匹，非投与群では12匹腫
瘍死していたため投与群16匹，非投与群8匹が対象
となった．
　（3）細胞性免疫能の検討
　人参養栄湯投与群，非投与群を新たに各20匹ずつ
用意して実験を開始した．旧株移植日（0日目）に投
与群5匹，非投与群5匹，7日目に投与群5匹，非投
与群5匹，14日目に投与群5匹，非投与群5匹，21
日目には腫瘍死を免れた投与群4匹，非投与群2匹
を対象として隠隠ともに同一の手技で心臓採血によ
りLyt－1，　Lyt－2を摘出脾臓から．脾臓細胞中のNK
活性（E／T＝100）を前述と同様の方法で各々測定し
た．
結 果
　1．人参養栄湯単独投与の効果
　（1）延命効果
　人参養栄湯投与群と人参養栄湯非投与群の生存率
の結果を，（Fig．1）に示した．人参骨盤湯投与群で
は14日までは死亡例なく，15日目に1匹死亡，20日
目に1匹死亡，21日目に1匹死亡し24日目では4
匹生存していた．人参養栄湯非投与群では10日目に
1匹死亡，20日目に2匹死亡，24日目では4匹生存
していた．この結果に対してWilcoxon検定を行っ
たが，両個間の生存率に統計学的有意差は認めなか
った．なお，観察は24日で打ち切った．
　（2）抗腫瘍効果
　各測定日における生存マウスの平均腫瘍面積を
（Fig．2）に示した．
　7日目の投与群の平均腫瘍面積は10．30±1．67
㎜2，非投与群では29．98±34．78mm2．14日目の投
与群の平均鵬面積は24．48±5．33　mm2，非投与群
では80．61±20．56mm2．21日目の投与群の平均腫
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Fig．2Lewis肺癌移植マウスに対する
　　人参養栄湯の抗腫瘍効果を人参養栄
　　湯単独投与群と非投与群の間で移植
　　腫瘍面積の推移を計測し比較した．
瘍面積は86．13±8．44mm2，非投与群では111．55±
21．33mm2であった．人参養栄湯投与群の平均腫瘍
面積は，非投与群に比べて移植後14及び21日目で
有意（p＜0．05）な抑制が認められた．
　（3）NK活性，　Lyt・1，　Lyt－2の推移
　NK活性，　Lyt－1，　Lyt－2の推移を（Table　1）に示
した．
　おのおのの測定値に対しt検定を行ったところ，
NK活性（E／T＝100）では投与群は非投与群に比べ
て，いずれの測定日でも高値を示し，特に0日目と
14日目では有意差（p〈0．05）を認めた．
　Lyt－1及びLyt－2で移植日，移植後14日目で人参
養栄湯投与群が有意（p＝0．02，p＝0．047）に高値を
示した．28日目では，両群ともに14日目に比較して
やや減少し，有意差は認めなかった．
　2．CI）DPと人参養栄湯併用による実験結果
　（1）延命効果
　CDDP＋人参養栄湯投与群とCDDP単独投与群
各々の生存率を（Fig．3）に示した．　CDDP＋人参養
栄湯投与群では，28日目までに12匹死亡したが28
日目を過ぎても8匹生存していた．CDDP単独投与
群では21日目までに13匹死亡し，27日目までには
すべて死亡した．この結果に対してWilcoxon検定
を行ったところ，CDDP＋人参養栄湯投与群で有意
な（p＝0．021）生存率の延長が認められた．
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Table　1　Changes　of　immunomarkers
days Ninjin－youei－to
　　（n　＝＝　7）
Control　p－value
（n　＝　7）
NK　（E／T　＝　100）
Lyt－1
Lyt－2
0
14
28
0
14
28
0
14
28
4．29±O．96
4．53　±　2．12
3．46　十　1．45
28．2±7．56
29．0　±　6．97
17．3十3．59
15．9±5．26
20．3　±　8，21
10．2　十　2．69
2．23±O．61　O．OOO4＊
2．46±1．46　O．05＊
2．60＋1，48　　0．37
14．4±3，66　O．002＊
21．1±2．05　O．02＊
19．8十4．95　O．365
9．67十4．10　O．041＊
12．6±2．21　O．147＊
11．2±3．52　O．598
Each　value　represents　the　mean±S．D．
＊：p〈O，05
人参養栄湯投与群と非投与群の両群について，腫瘍移植日から移植後4週目ま
でのNK活性，　Lyt－1，　Lyt－2の推移を測定した．
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　　三栄丁丁の間で，Lewis肺癌移植マ
　　ウスの生存率を比較した．
　（2）抗腫瘍効果
　各測定日における生存マウスの平均腫瘍体積を
（Fig．4）に示した．
　7日目のCDDP＋人参養栄湯投与群の平均腫瘍体
積は3．24±3．11mm3，　CDDP単独投与群では
5．09±9．33　mm3．14日目のCDDP＋人参養栄澱
与群の平均腫瘍体積は88．63±22．22mm3，　CDDP
単独投与群では120．47±33．33　mm3．2旧目の
CDDP＋人参養栄湯投与群の平均腫瘍体積は
192．68±27．78mm3，　CDDP単独投与群では
1092．72±233．33mm3であった．　CDDP＋人参養栄
湯投与群とCDDP単独投与群との間で，移植腫瘍体
積はCDDP＋人参養栄湯投与群において7日目及
び14日目でともに腫瘍体積増加の抑制が有意差
（p＜0．003，p＜0．001）をもって認められた．21日目
では肉眼上でも計算値の上でも，CDDP＋人参養栄
湯投与群の腫瘍体積のほうが，CDDP単独投与群の
腫瘍体積よりも小さかったが，有意差としては表れ
なかった．
　（3）NK活性，　Lyt－1，　Lyt－2の推移
　癌株移植日のNK活性（E／T＝100）では，
CDDP＋人参給血湯投与群がCDDP単独群に比べ
て，有意（p＝0．008）に高値を示していた．CDDP投
与後の両群のNK活性の推移は何れも14日目に7
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Table　2　Changes　of　immunomarkers
days Ninjin－youei－to＋
　　CDDP
　　（n　＝　5）
CDDP　p－value
（n　＝　5）
NK　（E／T　＝　100）
Lyt－1
Lyt－2
0
7
14
21
0
7
14
21
0
7
14
21
5．10十1．41
2．14±1．07
4．26　±　1．81
0．72±1．20
36．0±3．52
29．2　±　2．24
28．5±5．81
31．3ti　4．76
20．5±6．60
1　L2　±　1．91
1L6＋3．14
10．1±　1．75
1．82±O．45　O．008＊
214±O．73　1．000
4．34十1．44　O．947
0．OO十〇．OO　O．541
29．3±4．05　O．037＊
26．2±2．20　O．094
32．4±4．34　O．316
28．6±2．80　O．585
10．8±1．57　O．042＊
13．4十．4．94　0．430
11．6＋1．00　O．991
10．4十．O．40　O．842
Each　value　represents　the　mean±S．D．
＊：p〈O．05
CDDP単剤群とCDDP＋人参養三智群の間で，　NK活性，　Lyt－1，　Lyt－2の推移を腫瘍移
植日から移植後3週目まで計測した．
日目の約2倍の増加を認めたが，21日目の測定時点
では共に大幅に減少を示した．21日目のNK活性は
CDDP単独群で完全に失活したが，　CDDP＋人参養
栄湯投与群では僅かではあるが活性が保たれてい
た．
　一方，Lyt・1の推移では0日目ではCDDP＋人参
養栄湯群がCDDP単独群に比べて有意に高値を示
した（p＝0．037）が，7・14・21日とその後のLyt－
1の値の変化に有意差は認められなかった．Lyt－2の
推移でもLyt－1と同様に0日目でCDDP＋人参養
栄湯群が，CDDP単独群に比べて有意に（p＝0．042）
高値を示したがCDDP投与7日目では，CDDP単独
群と近似する値にまで低下した．その後のLyt－2の
推移には，有意差を認めなかった（Table　2）．
考 察
　本実験開始前に，予備実験として人参養栄湯混入
飼料投与群と非投与群の二群に関してその摂食量と
（5）
1997年9月 安富他4名：人参開花湯の抗腫瘍効果及びその作用機序の検討 一　621　一
体重変化の測定を行った．その結果，漢方薬混入の
有無に関わらず両群の体重増加に有意な差は認めら
れなかった．また摂食量に関して，5週齢のC－57BL／
6マウスの同種飼料摂取を調べた結果，漢方薬混入
の有無に関係なく1日平均3gは最低でも飼料を摂
取していた．従って，本論文中の人参養栄爵1．2％混
入飼料で飼育したマウス1匹1日当たりの摂食から
得られる人参出歯湯量は36mg相当と考えて実験
を行った．
　初めに行った人参養栄湯単独投与の実験では，投
与群と非投与群の問に生存率の有意差は認められな
かったものの，平均腫瘍面積の推移の観察からは，
明らかな腫瘍増殖の抑制が示唆された．この人参養
出湯単独の抗腫瘍効果の作用機序の一端を解明する
ことを目的として，代表的な細胞性免疫能の指標と
考えられる三種を対象として経時的測定を試みた．
まず脾臓から抽出したリンパ球を用いたNK活性
の実験結果の推移の検討では，人参養栄湯投与群で
は癌株移植直後から28日目まで，NK活性は非投与
群に比べて何れも高値を示した．人参養栄直心投与
群では移植直後から大きな変動なく推移した．NK
活性の増減と腫瘍の増殖との関連には漢方方剤以外
に関して既に報告8）があるが，今回新たに得られた
平均腫瘍面積増殖の有意な抑制といった人参養意義
の抗腫瘍効果の機序の一端にも，腫瘍細胞に対する
final　effectorの一つであるNK活性の増強が関与
している可能性が考えられた．
　腫瘍に対する宿主の免疫応答機構のeffector
mechanismの主役の一つであるT細胞には周知の
ように，いくつかのsubsetがあるが，　helperT細胞
を表すLyt・1測定を行った結果から，人参養栄湯投
与群では腫瘍移植直後から14日目までは高値で推
移かつ増加し，また非投与群の値より有意に高値で
あった．28日目では数値は低下し非投与群との間に
も有意差は認められなかった．測定開始時点で歯群
のLyt－1の値に差が見られた機序は明らかでない
が，これらのLyt－1値の推移の結果も人参養鰻湯の
抗腫瘍効果に関連を持つ可能性が示唆された．
　killer　T細胞を表すLyt－2の測定結果から，人参
養幽遠投与群では腫瘍移植直後から14日目までは
増加しかつ非投与群の値より有意に高値であった．
28日目では数値は低下し非投与群との間の有意差
は認められなかった．人参養栄湯非投与群でも腫瘍
移植直後から14日目まではやや増加し，28日目で
低下したが数値の変動はほとんど認められなかった
（Table　1）．
　killer　T細胞は細胞障害性に作用する働きがある
が，人参弘南湯投与群においてhelper　T細胞が
peakを迎えているのと同じ0・14日目に，　killer　T
細胞もpeakを示したことから，この時期に免疫応
答現象が最も活発に行われた可能性が推察された．
　実際の臨床の場では，肺癌に対して免疫療法単独
で治療する症例よりも他の治療，特に化学療法と併
用して施行することの頻度が高いと考えられる．
　そこで現在，肺癌に関して最も使用頻度の高い抗
癌剤の一つであるCisplatin（CDDP）と人参養栄湯
の併用効果を検討する目的で，第二の実験を行った．
この実験に関してまず注目に値すると思われること
は，CDDPと人参養栄湯を併用した群が，　CDDP投
与単独群と比較して統計学的有意差をもって，生存
率に延長が認められたことである．前述の人参養栄
湯単独では延長傾向を認めたものの，統計学的有意
差は認められなかったが，CDDPとの併用によりそ
の効果が顕在化されたと思われる（Fig．3）．
　人参養栄湯単独投与でも有意差の認められた腫瘍
増殖抑制効果に関して，CDDP＋人参面心湯の併用
群は，CDDP単独群に比較して更に大きな有意差を
もって腫瘍増殖を抑制した．21日目でCDDP＋人参
養畜湯群の腫瘍体積のほうが，CDDP単独群の腫瘍
体積に比べ肉眼上でも計算上でも小さかったにも関
わらず，有意差が認められなかったのはCDDP＋人
参養留湯群は16匹，CDDP単独群は8匹と母集団
数が半分になったこと，CDDP単独群ではS．D．値が
大きいことなどが影響した結果と考えられる（Fig．
4）．
　人参養栄湯単独の場合は勿論，化学療法に併用す
ることにより人参養栄湯の腫瘍増殖抑制効果を更に
期待できる可能性を示唆する結果と思われた．
　前述した人参養栄湯単独の第一実験の際と同様
に，これらの作用機序の一旦を知るために，NK活性
とLyt－1，　Lyt－2の推移を測定検討した（Table　2）．
　NK活性はCDDP＋人参翁忌湯投与群では7日
間の自由摂取後に最も高値となり，その後減衰した
後に14日目に再び高値となった．CDDP単独投与
群では日を追うごとに増加していき，14日目に高値
を示した．CDDP＋人参養栄湯投与群で7日間の自
由摂食後の値が最も高く，7日目に約1／2の値とな
っているが，これは人参養栄湯投与により高まった
（6）
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NK活性がCDDP大量投与により，一・次的に低下し
たためと考えられた．
　Lyt－1，　Lyt－2の結果は投与群においては，いずれ
も7日間の自由摂食後に最高値を得た．そして同時
期に非投与群との間で統計学的有意差を認めた．人
参養二二単独投与の場合は，14日目にLyt－1，　Lyt－2
共に最高値を示したが，CDDPを併用した場合この
傾向は該当しなかった．
　すなわちLyt－1は，　CDDP＋人参養栄湯群，　CDDP
単独二二にその推移に，明らかな抗腫瘍効果を示す
根拠たる変動を認めることはできなかった．また，
Lyt－2でもCDDP＋人参養栄湯併用群で0日目から
7日目に半減したが，その後の変化に明らかな傾向
は認められなかった．
　CDDP＋人参養二二投与群において，人参養栄湯
を加えることによる明らかな抗腫瘍効果並びに生存
率延長の機序としては，NK活性値の14日目におけ
る増加を推察するに留った．この原因の一つとして
CDDP投与が及ぼす，マウス免疫系に対する種々の
影響の程度の把握が充分でなかった点が指摘できよ
う．
　今回の実験結果から人参養栄湯の抗腫瘍効果の作
用機序として，人参養二二そのものが直接に癌細胞
を破壊するのではなく，NK細胞あるいはT細胞な
どの細胞性免疫能の活性化を惹起し，生体防御機構
を強化することで制癌に働くことが推察された9）．
　T細胞は免疫応答において，多彩な機能を有して
おり細胞性免疫のeffector細胞として働くだけで
なく，数多くの液性因子を産生し，細胞性免疫，液
性免疫に関わっている．従って，人参養栄湯の抗腫
瘍効果の実体を更に把握するためにも，今回測定し
なかった他の因子についての検索が，今現象の実態
を明らかにするために必要な課題と考えられる．実
際に漢方方剤の十全大工湯に関して，マクロファー
ジの活性化作用，抗体産生増強作用，及びB細胞増
殖作用などが報告10）一”12）されているが，人参養栄湯
に関してもこれらの作用の有無を検討したい．
　人参養二二の各種構成成分のうち，どれが抗腫瘍
効果の主体を成すのかあるいは相互作用の結果が効
果を発現するのかは興味ある問題である．人参養栄
湯の構成成分の一つである桂皮には，担癌体内での
内因性TNF誘導能を有するとの報告13）一’14）があり，
TNFの産生が誘導，増強されることで生体を介し
ての抗腫瘍活性を有する可能性も示唆される．
　今回の実験結果から，人参養栄湯投与により免疫
反応の賦活が生じることが示唆されたが，これは今
回検討した抗腫瘍効果以前に本剤が手術後，病後な
ど体力低下時の回復を図る目的で使われている根拠
とも考えられる．人参野栄湯は以上のように多彩な
作用を示し，これらの総合的な効果による生体機能
の全身的改善が期待される．更に今回の実験結果か
ら，肺癌治療に対する新たな一補剤になり得る可能
性が示唆された．
結 論
　本研究は，漢方方剤である人参養引湯に着目し，
Lewis肺癌移植モデルにおけるその抗腫瘍効果及び
作用機序の検：討を行った．その結果，
　①人参二二湯単独投与群において，有意の腫瘍増
殖抑制すなわち平均腫瘍面積増加の抑制（p＜
0．05）が観察され本剤の抗腫瘍効果が示唆された．
　②更に，Cisplatinとの併用により人参養栄湯投
与群における有意の生存率延長（p＝0．02），有意の
腫瘍体積の増加抑制（p＜0．003）を認め，本剤に
Cisplatinとの併用による抗腫瘍効果を増強する作
用がある可能性が示唆された．
　③以上の効果発現の機序の一端として，人参養栄
湯による宿主のNK細胞あるいはT細胞などの細
胞性免疫能の活性化の関与が示唆された．
　④人参養栄湯を一補剤として肺癌治療の一環に
加えることにより，腫瘍増殖の抑制効果を期待でき
る可能性が示唆された．
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Antitumor　Effects　of　Ninjin－youei－to　and　its　Mechanisms
Fuminori　YASUTOMI，　Norihiko　KAWATE，　Hidenobu　TAKAHASHI，
　　　　　　　　　　　　Tatsuo　OHIRA，　and　Harubumi　KATO
The　First　Department　of　Surgery，　Tokyo　Medical　College
　　　　　　　　（Director：Prof．　Harubumi　Kato）
　　Some　Chinese　herbal　medicines　have　been　reported　to　have　immunomodulating　activities，　which　may
have　antitumor　effects．　ln　the　present　study，　we　examined　the　antitumor　effect　of　Ninjin－youei－to　in　mice
receiving　implantation　of　tumor　ceUs．　In　C57BL／6　mice，　Ninjin－youei－to　was　mixed　with　chow　and　one
week　after　initiation　of　the　experiment，　they　received　intradermal　transplantation　with　2　×　105　cells　of　the
Lewis　lung　tumor　cell　line　into　the　right　hind　leg．　The　mean　tumor　size　was　significantly　（p〈O．05）
suppressed　at　2　and　3　weeks　after　the　transplantation　in　the　group　treated　with　Ninjin－youei－to（n＝7）
compared　with　the　group　treated　with　solvent　alone　（n＝7）．　ln　order　to　understand　the　action
mechanism　of　Ninjin－youei－to，　blood　was　collected　and　the　spleen　was　excised　fbllowed　by　measurement
of　NK　ceil　activity，　Lyt－land　I．yt－2．
　　In　the　group　treated　with　Ninjin－youei－to，　NK　cell　activity，：Lyt－land：Lyt－2　were　significantly（p〈0．
05）　elevated　at　O　and　2　weeks　after　the　transplantation．　The　antitumor　effect　of　combined　treatment　of
Ninjin－youei－to　and　cisplatin　（CDDP）　was　also　investigated　using　Lewis　lung　tumor－bearing　mice．　The
combined　use　of　CDDP　with　Ninjin－youei－to　resulted　in　significant　augmentation　of　the　antitumor　activity
at　1　（p〈O．003）　and　2　weeks　（p〈O．OO　I）　after　the　transplantation　compared　with　CDDP　alorie．
　　In　addition，　the　combined　treatment　significantly　（p＝O．021）　prolonged　the　survival　rate　compared
with　CDDP　alone．
　　Although　thcre　were　significant　differences　in　NK　cell　activity，　Lyt－land　Lyt－2（p＝0．008，0．037　and
O．042，　respectively）　in　blood　and　spleen　cells　obtained　at　1　week　after　the　transplantation，　no　significant
difference　was　observed　thereafter．
〈Key　words＞　Ninjin－youei－to，　lmmunomodulating　activities，　Antitumor　effect．
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